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４．研究目的および期待される効果 

【研究目的】 

天然にはグルコース、ガラクトース、N-アセチル-D-グルコサミン、D-グルコサミンなど色々な単糖が

存在し、我々は古来より利用してきた。近年それらを単にエネルギー源として利用するだけではな

く、その生理活性に注目した応用研究が盛んになってきた。注目される理由として多糖類はそれを

構成している単糖の種類や結合様式によってその特性が全く異なるからである。例えば、セルロー

スはグルコースを構成糖としてβ-1,4 結合している多糖で、紙や繊維として最も広く利用されてい

るが、グルコースがβ-1,3 結合した多糖であるカードランは主に増粘多糖類として食品に利用さ

れている。また、カードランの主鎖にβ-1,6 グルコースの枝分かれを持つレンチナンやシゾフィラン

は免疫賦活作用を有しており、現在抗癌剤として使用されている。以上多糖類のいくつかの例を

述べたが、1010～1011 トンと推定され、セルロースに次いで豊富な資源量である天然の高分子化

合物としてキチンがある。キチンは反応性の基として N-アセチルアミノ基（NHCOCH3）を、そして

キチンを脱アセチル化処理して得られるキトサンはアミノ基（NH2）を持つ。このような反応性基を有

することでキチンやキトサンはセルロースに比べて興味深い物性や生物活性を示し、天然の機能

性素材として大きな注目を集めているが、まだ十分に利用されていない。その理由の一つとして、

キチンの溶媒への不溶性が挙げられ、利用する上で制約が大きい。またさらなる機能の付加や発

現をねらって分子構造を化学的な手法によって化学修飾するにしても溶媒不溶であるため、困難

な場合が多い。一方、キトサンは D-グルコサミンがβ-1,4 結合した構造をとっており、機能性素材

として近年多岐にわたる検討が行われ、研究の広がりをみせている。医薬分野では生体吸収縫合

糸や人工皮膚として利用されている。またキトサンおよびそのオリゴマーは広く抗菌・抗カビ活性を

持つため抗菌性衣料品や食品用防腐剤などに利用されている。さらに、ポリカチオンとしての吸着 

能を利用した高分子凝集剤、植物生長促進、分離膜の素材などへの応用研究がなされている。 

本研究の目的はこのように有用な機能を有するキトサンを水や溶媒に可溶化するような誘導化
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を行い、その生理活性を調べ、キトサン誘導体の新規機能を明らかにすることである。 

【期待される効果】 

 未利用資源として地球上に大量に存在するチキン・キトサンの医薬分野への利用の可能

性が示される。また多糖類の新たな合成法を確立することで、今まで化学反応の制御が難

しかった多糖類の誘導体化に新たな道を切り開くことができる。 

５．研究方法の概要（具体的に） 

電子求引基の官能基であるニトロ基やクロロ基を有するフタロイル芳香環は反応後容易に脱

保護ができるため、二糖誘導体の合成においてフタロイル基より 4,5-ジクロロフタロイル基を用

いた方が穏和な条件で脱保護ができるという報告がある。そこで有用な生理活性を有するアミ

ノ多糖の選択的化学修飾法、置換効率に優れた保護法、および簡便な脱保護法を開発する

ため、キトサンのジクロロフタロイル化反応の検討を行う。すなわち直鎖型の多糖類であるキト

サンに糖を側鎖として導入する方法について検討を行う。N-フタロイル化キトサンを中間

体として用い、キチンの C-6 位に位置選択的に N-アセチル-D-グルコサミンを、キト

サンの C-6 位に位置選択的に D-グルコサミンを導入する合成経路を検討する。分岐型

キトサンは構造的にレンチナンと類似しているため、本研究においては抗癌活性につい

て検討を行う。医薬分野への利用の可能性を探ることを目的とし、マクロファージ活性

化能について、マウスマクロファージ様細胞 RAW264.7 を用いて、腫瘍壊死因子

（TNF-α）と一酸化窒素（NO）の産生を指標として調べ、その可能性を探る。 
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